
ニューロンホールディングス株式会社（コンサルタント業）

けいはんなサウスラボ

「管路防災研究所」

〇本社所在地：京都府相楽郡精華町

〇事業概要：主力製品ベローズ型伸縮可撓

管の設計・開発・製造・販売を行う“日本

ニューロン株式会社”、日本ニューロン製

上下水道製品の営業・販売を行う“株式会

社アクアニューロン” 2社の経営を行う

持株会社

〇常時使用する従業員：85名

（グループ全体・2024年12月時点）

〇現在の売上高：27億円

（グループ全体・2024年12月期）

〇法人番号：1130001059088

〇Web：https://www.neuron.ne.jp

代表取締役
岩本 泰一

先進の管路防災技術で世界の上下水道とプラントをまもる！
ニューロングループは、独創的なコア技術【製管・成形・溶接】を駆使し、管路の防災製品とサービスで100億企
業を目指します。まず上下水道セグメントでは、地盤変状に負けない防災（耐震化）製品を以ってライフライン管
路防災に貢献します。またプラントセグメントでは、カーボンニュートラルを推し進める、主に新エネルギー分野
の管路安全に資する製品拡販に努めます。これらを通じて社員の「報酬と厚生」面の持続的充実はもちろんの事、
当社が最も大切にしている「やりがいといごこち」をさらに醸成する企業風土を恒久的に堅持して参ります。

※経営者のコミットメントとして、社是・企業理念・パーパス等をご高覧ください。

売上高100億円実現の目標と課題

１．人財（ヒト）：社員増員は新たな募集チャンネルとＭ＆Ａ
２．設備（モノ）：①製造エリア拡充のための新設（テント倉庫
等）と増築（中二階等）、および改築（執務室、食堂、動線見直し
等）を行なう②新製作成形機&試験機で水素船向け受注
３．資金（カネ）：①設備投資資金の一部は補助金充当、

②Ｍ＆Ａ資金は金融機関借入
４．その他の経営課題解決策①海外展開では「環太平洋造山帯」の
地震多発国に対する開発製品拡販 ②国内はブランド力向上のため
NETIS（新技術活用システム）登録からの拡販

売上高100億円実現に向けた具体的措置

１．成長分野へのアプローチ：(1) 上下水道①管路防災研究所をさ
らに強化②新開発・極短面間型防災継手「ＭＣジョイント」の普及
を急ぐため、大幅増員を実施 (2)プラント①水素関連②核融合実験
炉関連③次世代高温ガス炉関連
２．海外上下水道への展開加速化：世界的ネットワークを保有して
いる大手鋼材商社との販売提携
３．国内上下水道分野における事業拡大のアプローチは2点。
①全国展開されている商社との提携②行政(市町村)との共同開発
４．同業（競合）や隣接業種企業のＭ＆Ａ実施

１．人財（ヒト）：社員増員が必須（現状85名 目標300名）
２．設備（モノ）：①新たなエリア（執務＆製造＆倉庫）の確保

②新たな設備（成形機と試験機）を増強
３．資金（カネ）：①約10億円の設備投資資金が必要

②加えて約10億円のＭ＆Ａ資金も必要
４．その他の課題：①海外（地震多発国）への展開加速化

②国内における開発品知名度の向上

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制

企業理念・100億宣言に向けた経営者メッセージ

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

2034年のグループ売上100億円達成へ向け、まず上下水道分野で
は断水回避に資する期待の開発製品普及を急ぎ、またプラント分
野では水素・核融合（ITER）・次世代高温ガス炉向け製品拡販に
注力。



売上高100億円実現目標とグループ体制

〇法人番号：1130001059088（ニューロンホールディングス株式会社）、1130001037333（日本ニューロン株式会社）、
1120001161464（株式会社アクアニューロン）、4140001042759（株式会社神戸ベローズ）

ニューロンホールディングス株式会社（コンサルタント業）
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プラント分野 上下水道分野

株式会社神戸ベローズ

プラント 製造業

ニューロンホールディングス

株式会社

日本ニューロン株式会社

上下水道＆プラント 製造業

株式会社アクアニューロン

上下水道 卸売業

ニューロングループは、２０１７年よりホールディングス体制に移行し、持株会社としてニューロン
ホールディングス株式会社を設立。傘下の日本ニューロン株式会社は、ベローズ型伸縮可撓管を主力
製品に、上下水道分野の管路ライフライン向け耐震防災継手や、エネルギー・汚泥・水処理など各種
プラント分野向けの熱膨張用継手の設計・開発・製造・販売を手掛ける。また、株式会社アクア
ニューロンは、日本ニューロン製上下水道製品の営業・販売を担う。加えて、２０２５年５月に日本
ニューロン株式会社と資本提携した株式会社神戸ベローズは、プラント分野向け非金属ベローズの製
造を行っている。

グループ企業内の経営合理化による成長はもちろんのこと、販売提携・共同開発・Ｍ＆Ａ実施を通じ、
パートナーとの飛躍的なシナジーを生み出すことで競争力を最大限に高め、グループ売上高１００億
円に向けてチャレンジしてまいります。

2024年「経済産業大臣賞」受賞
極短面間型防災継手「ＭＣジョイント」

100億
達成



社是・企業理念・パーパス・代表の座右の銘・経営哲学

ニューロンホールディングス株式会社（コンサルタント業）

NEURONは社長、社員みんなでチカラを合わせて

「虹色の卵」を「８つの栄養素」で育んでいます。 他者への博愛と敬愛を以て、自己の幸運強運を信じ、

日々出会う人々との愛縁機縁に感謝しながら、

拝受した恩義恩恵に報いてゆく生き方をしたい。

とりわけ身近な親兄弟、家族をはじめ、会社を通じて出会う

社員やお客様まで、あらゆる縁者恩人との関わりのなかで

人間力を高めて行きたい。

人間力を高める “あい、う、え、お”を大切に生きる。

経営哲学 『鬼手仏心』  

社 是  『こころよく、ここちよく！』 

企業理念  （基本・経営・行動）

◎基本理念 ＮＥＵＲＯＮは、夢・感動を呼ぶ製品とサービスで、

世界一幸せな会社を目指します。

◎経営理念 社員満足が顧客感動に直結する！

◎行動理念

●自戒三則

一 “少年力”を発しよう！

一 “準備力”を高めよう！

一 “工夫力”を活かそう！

一 “完遂力”でやり切ろう！

一 変化に挑もう！

一 ビジョンを語ろう！

一 輪(和)を拡げよう！

一 幸せを感じよう！

○励行八則

一 それは無礼な行動ではないですか？

一 それは愚かな行動ではないですか？

一 それは卑怯な行動ではないですか？

『鬼手』とは、厳しい決断や徹底的な合理化戦略で強い競争力を

確保し収益力の拡大向上を目指す利益至上経営であり

『仏心』とは、お客様や社員の人心を大切にする人間主体経営です。

２つの視点はともすれば相矛盾することがありますが、

どちらを優先するかといえば断然『鬼手』です。

会社の永続的繁栄を使命として利益を確保できない経営者に

『仏心』を使う資格はありません。しかし企業活動の究極の目的は

明らかに『仏心』即ち、人を主んじる経営です。この両極の調和を

目指す経営に徹して、お客様や社員の人間本来の幸せを

実現してゆくことがわたくしの経営哲学です。

「鬼の手」と「仏の心」を併せ持つ経営に徹する。

座右の銘 『愛、運、縁、恩』

1.健全経営

・基盤強化

・最適投資
2.社員満足

・報酬厚生

・感情配慮

3.顧客感動

・独創製品

・圧倒品質

4.人財育成

・人材教育

・技能伝承

5.技術革新

・研究開発

・変化挑戦

6.信用創造

・与信確保

・印象醸成

7.将来展望

・事業創生

・危機管理
8.国家貢献

・管路防災

・環境配慮

顧客の幸せ

NEURONの繁栄

社員の幸せ

パーパス（存在意義）

仕事を通じて出会う人々との心の機微を大切にしたい。

お客様に対してはもちろんのこと、社員同志もしかりです。

Be Comfortable !   こころよく、ここちよく、

意気揚々とミッションを遂行しようではありませんか！

同じ船に乗っている仲間同志、礼節・誠意・配慮を以って、

ワクワクドキドキ、大海原へと漕ぎ出しましょう！  
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